
情報処理学会 九州支部 
 

 平成 15 年 5 月 9 日（金）14 時より，佐賀大学理工学部において開催され，近藤支部長を議長

として下記案件を異議なく承認可決した．出席者 229 名（委任状：215 名を含 む）．また，総会

終了後 16 時より前支部長，近藤弘樹氏（佐賀大学）が記念講演「教育支援システム ～過去・現

在・未来～」を行い，盛会のうちに終了した． 

 

■平成 14 年度事業報告 

（1）支部総会    

平成 14 年 5 月 9 日，九州大学（箱崎キャンパス），出席者 245 名（委任状 226 名を含む） 

記念講演：牧之内顕文（九大／前支部長）*下記 6 項参照 

 

（2）役員会 

幹事会：8 月 15 日，11 月 25 日，平成 15 年 3 月 20 日，4月 4 日 

評議員会：平成 15 年 3 月 20 日 

奨励賞選定委員会：11 月 25 日，平成 15年 3月 20 日 

 

（3）若手の会セミナー 

8 月 6-8 日，杖立グランドホテルくきた（熊本県阿蘇郡小国町），参加者 22 名 

 

（4）特別事業（JABEE シンポジウム in 九州） 

9 月 5 日，大分大学（大分市），参加者 35 名   

※情報処理学会アクレディテーション 委員会共催 

 

（5）連合大会（電気関係学会九州支部連合大会） 

9 月 26-27 日，長崎大学（長崎市） 

 

（6）火の国情報シンポジウム 2003 

15 年 3月 6-7 日，宮崎大学（宮崎市），参加者 74 名 

 

（7）講演会等   

・「Technology Scaling Challenges for Microprocessors and Systems」 

Doug Burger 助教授(Univ. of Texas at Austin, USA)：4 月 22 日，九大（春日），参加者 67 名 

・「An Information － Scientific Analysis of Palaeolithic Human Intelligence － 

 Through the European Cave Art」Andre Wlodarczyk 教授（Univ. Charles-de- Gaulle, France）： 

5 月 23 日，九大（春日），参加者 18 名 

・「モバイル／ユビキタスコンピューティング環境の情報共有」 

木實新一（コロラド大学ボールダー校）：7 月 1 日，九大（春日），参加者 67 名 

・「Compressed full-text retrieval」Tim Bell, Senior Lecturer（Univ. of Canterbury, 

 Christchurch, New Zealand）：7 月 2 日，九大（春日），参加者 14 名 

・「Disruptive Technology and the Empowerment of Users」 

Pitt, Jeremy V, Senior Lecturer（Univ. of London）：8月 5 日，九大（春日），参加者 15 名 

・「Conventions in Agent Communication」 

Pitt, Jeremy V, Senior Lecturer（Univ. of London）：8月 6 日，九大（春日），参加者 15 名 

・「A study on design of optimum structure for turbo decoder」金貞九 (Jeong-Goo Kim)教授



（Miryang 大学、韓国）：10 月 24 日，宮崎大学，参加者 80 名 

・「Automata-Based Techniques for Verification of Infinite-State Systems」  

Oscar H. Ibarra（University of California）：11 月 5 日，九大（箱崎），参加者 12 名 

・「不確実性とあいまい性の下での数理計画とその応用」片桐英樹（広島大学大学院工学研究科）： 

11 月 8 日，九大（箱崎），参加者 19 名 

・「タンパク質立体構造を予測するための最適解探索法について」田中 秀俊（三菱電機）： 

11 月 8 日，九大（春日），参加者 19 名 

・「Challenges in Compiling for Embedded Systems」Alex Nicolau 教授（Univ. of California）： 

11 月 18 日，九大（春日），参加者 21 名 

・「並列計算機アーキテクチャーのグラフ理論的アプローチ」増山博 教授（鳥取大学工学部）： 

11 月 28 日，宮崎大学，参加者 50 名 

・「木の符号化：情報理論と計算機科学を結ぶ木の架け橋」小林欣吾 教授 

（電気通信大学大学院情報システム学研究科）：2 月 17 日，九大（箱崎），参加者 41 名 

 

（8）奨励賞 10 名 

井ノ口励（佐賀大），畑邉誠和（熊本大），栗田敏宏（佐賀大），若林隆太郎（九州共立大），

高村拓志（福岡大），井上真由美（佐賀大），中山健行（九工大），横林博（九大）， 

尾崎昭剛（九工大），飯村伊智郎（鹿児島大） 

 

 

■平成 15 年度役員（*：新任） 

支部長  宇津宮孝一*（大分大） 

幹 事  吉田和幸（大分大），西野浩明*（大分大），冨浦洋一（九大）， 

     平田耕一（九工大），国枝忠夫（NTT データ），田中美栄子*（宮崎大）， 

     湯下良一*（パナソニックコミュニケーションズ） 

監 事  藤本康雄（富士通） 

評議員  近藤弘樹*（佐賀大），牧之内顕文（九大），宮島廣美（鹿児島大）， 

     伊藤精一（九州電力），川村克彦（沖ソフトウェア），神田一伸（熊本電波高専）， 

     牛島和夫（九産大），松本三千人（九州システム情報技術研究所），山下雅史*（九大）， 

竹内章*（九工大），有田秀昶*（ゼンリン） ，畑弘樹*（東芝九州システムセンター）， 

坂本靖夫*（三菱電機インフォメーションシステムズ）， 

田原孝博*（九州日本電気ソフトウェア） 

 

 

■平成 15 年度事業計画 

（1）支部総会 平成 15 年 5 月 9 日，佐賀大学（＊上記実施済み） 

（2）講演会  5 回程度 

（3）若手の会セミナー 

（4）支部連合大会   9 月 26-27 日，崇城大学 

（5）火の国情報シンポジウム 2004 平成 16年 3 月 

（6）役員会等（幹事会：数回，評議員会：1 回，奨励賞選定委員会：2 回） 

（7）支部特別事業 

 

 



 

■平成 14 年度収支決算ならび平成 15 年度予算  

収入    

  平成 14 年度 

  予算 決算 

平成 15 年度 

予算 

本部交付金 2,270,000 2,240,000 2,140,000 

会員拡大支援金 50,000 50,000 50,000 

雑収入 -- 30 -- 

前年度繰越金 575,565 575,565 173,189 

計 2,895,565 2,865,595 2,363,189 

    

支出    

  平成 14 年度 

  予算 決算 

平成 15 年度 

予算 

事業費 1,880,000 2,001,207 1,620,000 

 年次総会 15,000 11,111 15,000 

 講演会（謝金） 60,000 151,364 60,000 

 若手の会 400,000 400,000 400,000 

 支部特別事業（JABEE） 200,000 200,390 0 

 支部連合大会 200,000 180,000 180,000 

 火の国シンポジウム 485,000 485,000 485,000 

 奨励賞表彰 260,000 342,287 220,000 

 連絡費 200,000 170,530 200,000 

 電子広報費 60,000 60,525 60,000 

事務費 780,000 682,199 735,000 

 通信費 10,000 0 5,000 

 印刷費 150,000 160,555 150,000 

 会議費 250,000 193,398 250,000 

 雑費 70,000 27,721 30,000 

 事務委託費 300,000 300,525 300,000 

予備費 235,565 9,000 8,189 

次年度繰越 -- 173,189 -- 

合計 2,895,565 2,865,595 2,363,189 

 


